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１面
わたしが思う成城の秋について

10月に入るとあちこちで、季節の移ろいを感じます。赤や黄色に色づく木々、ふわりと漂うキンモクセイの香り、秋の味覚や地域の催しなど、秋といえばというテーマで委員の思い出とともに、成城の秋を探してみました。
　
1成城学園のイチョウ並木（せたがや百景）
成城学園がこの地に移転した当初、学生たちと地域の方々がイチョウ並木を植えたそうです。扇を広げたようなイチョウの葉ですが、よく見ると切れ込みの深さや形が一枚いちまい違います。学生時代、遠回りをしてイチョウ並木を通って駅へ向かったものです。今でも秋の楽しみになっています。一体、何本あるのでしょうか。

2富士見橋と不動橋（せたがや百景）
富士山を眺めながら、紅葉している住宅の木々や橋から見上げる高く澄んだ空は秋の深まりを感じます。不動橋は富士見橋よりさらに富士山が大きく見え、ゆったりと沈む夕日に魅せられます。ダイヤモンド富士の日は、本格的なカメラを構える人がたくさんいます。今年は11月6日金曜日ごろです。

3キンモクセイ
道を歩いていると、どこからか、ふわりと漂う香りで秋を感じます。祖師谷公園北側に、何本も植えられていて、あたり一帯甘い香りです。

4ヒガンバナ
野川沿いを歩いていると、鮮やかな赤い群生があります。
成城二郵便局前は特にきれいです。
いつもの道に突然現れるヒガンバナ。
こんな所にと驚くこともあります。

5野川、仙川の遊歩道
春、淡い花びらで彩られたサクラ並木も秋には赤や黄色、オレンジ色などグラデーションが美しいです。

6成城３丁目桜ともみじの並木（せたがや百景）
登校する子どもたちを見送った後、鳥のさえずりに惹かれてふと入った路地には、もみじのじゅうたん、見上げると真っ赤なトンネルがあります。
田舎の母が上京してきた時には必ず毎日、この道を散歩します。

7成城五丁目猪股庭園
紅葉と数寄屋建築の調和はとても美しく、静かな庭を散歩するのも楽しみです。現在、工事中のため、来年３月末まで休園なので、来年の秋をお楽しみに。

8旧山田家住宅
展望デッキから見えるみつ池緑地の紅葉は絶景。庭のムラサキシキブやツワブキなども風情があります。

9次大夫掘公園
金色に輝く稲穂を見ると実りの秋を感じます。地域の子どもたちを中心に田植えから稲刈りまで行います。

10栗
７丁目のくるりんバスの通り道や、８丁目の成城郵便局の並びに栗の木があります。
明正公園に以前栗の木がありました。
イガがたくさん落ちているのを見かけた時は秋を感じました。

11ちいきの催し
1１月８日日曜日は成城さくら児童館でちいきこどもまつり。
同日、祖師谷公園周辺ではトライアングルフェスタが開催されます。
どちらも子どもたちが主役になって、地域の大人とふれ合える秋の恒例行事です。
大人も子どもも協力し合って開催している催しは、大切にしたいと感じます。
地域の中学生と一緒につくるせいじょう地域文化祭は１１月２９日日曜日開催です。


２面　
水害に備える
集中豪雨や局地的豪雨（ゲリラ豪雨）のニュースを耳にすることが増え、成城でもこの夏、突然の強風、大雨に驚きました。
いざという時に備え、私たちにできることを考えてみました。

普段からできる身近な備え
1家のまわりの確認
雨水桝、排水桝、側溝の落葉掃除をする。
庭木、ベランダの植木鉢、物干し竿などの確認をする。
風に飛ばされたり流されやすい物の固定、片づけをする。
２階ベランダの排水は意外に見落としがちなので、確認を忘れないようにしましょう。

2日頃からハザードマップの確認
[bookmark: _Hlk241595134]区のハザードマップ、成城地区区民防災会議防災リーフレットがあります。
成城地区区民防災会議防災のリーフレットは、成城まちづくりセンターにあります。

3必要であれば
土のう、水のうの用意をする。
止水板の設置などをする。

4物品備蓄、非常用持出し品の用意をする

5近隣とのコミュニケーションをとる

いざという時の対処、対策
1家、敷地への浸水対策をする
2トイレからの汚水逆流を防ぐ

情報は、ラジオ（エフエム世田谷８３．４メガヘルツ）、テレビ（地上デジタルディーボタン）、区の情報（メール、区の公式エックス、ライン）、防災行政無線（聞き取れない場合は防災無線電話応答サービス、電話番号０５０-５５３６-６９５７）、広報車などを利用する。

世田谷区では、２つのことを行っています。
１つ目、野川緑地広場（トラストビジターセンター）にある土のうステーションでは、区民の方が必要に応じていつでも土のうを持ち出せます。
2つ目、止水板設置助成をしています。事前にご相談下さい。
世田谷区土木部豪雨対策、下水道整備課で相談窓口を行っています。
電話番号は０３-６４３２-７９６３、ファクシミリは０３-6432-7993

みぢまちの活動
報告
７月２日、さぎ草品評会を実施しました。参加者は16名でした。
フラワーランド友の会の協力により、２月に植付けをしたさぎ草の品評会が、７月に行われました。参加者が持参したさぎ草はどれも優劣つけ難いすばらしい姿で、皆さん投票に迷う程でした。皆さんの投票で、「みぢまち賞」を受賞した花の、美しい白い羽を広げて咲くその姿に改めて感動しました。今後の育成方法等を伺い閉会となりました。
常盤姫の悲恋話に惹かれての初参加でしたが、その美しい花の姿に魅了された一日でした。（T委員）

今後の予定
１１月１９日、歩行会「成城を歩く　自然と歴史を感じつつ」を開催します。
コースは成城まちづくりセンターからスタートし、みんなの森、成城みつ池緑地遊歩道、旧山田家住宅でゴールです。
参加をお待ちしています。

１１月１日から１１月２０日、ミニコミ紙は、今年も成城商店街振興組合主催の成城街なか写真館に協力します。
「わっ、こんな景色だったのね。」「あらっ、なつかしい。」写真をきっかけに話が弾みます。

編集後記
７月２６日、竜巻と思うような激しい風雨で、成城のあちこちで倒木がありました。私たちの地域でまさかこんな被害がと驚きました。日頃から情報をチェックしていざという時に備えたいですね。
一年の実りを感じながら素敵な秋をお過ごしください。
